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研究成果の概要（和文）：本研究では大学物理講義を日本式アクティブ・ラーニング（AL）型に変革し、それを
全国的に波及させるために①AL型物理教授法の開発・実践と効果検証、②レッスンスタディ（授業研究）による
協同的な教員支援、及び③ネットワーク構築と研究成果発信を行った。研究前半では教授法の開発・実践と授業
研究、後半ではそれまで実践を積み重ねてきた教授法を盛り込んだ大学初年次用物理教科書の執筆に取り組ん
だ。教科書執筆にあたっては、書物という形態を通していかに読者に探究的に深い概念理解を促すことができる
かという問いに傾注して議論を重ね、大部分の執筆を完了した。教科書はR7年春に刊行予定であり、活動は次研
究に引き継がれる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to reform college physics classes into an 
active-learning style by a Japanese way and to spread the trend in the physics education community 
in Japan. To fulfill the purpose, we carried out 1) development, implementation, and assessment of 
active-learning style instructional strategies, 2) supporting physics teachers through lesson study,
 and 3) constructing a network and disseminating the research findings. In the first half of the 
research period, we conducted online lesson study in physics and other science fields, and many of 
the participants reached a new realization about teaching science. In the latter half of the 
research period, we focused on writing an introductory college physics textbook in an 
active-learning style. The book will be published in spring, 2025. Lesson study and other activities
 using the new textbook will be continued in the next research project.

研究分野：物理教育学
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理解　大学教員の支援体制　レッスンスタディ　探究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、これまで様々な形のAL型物理教授法を開発・実践してきた研究者たちが協力し、大学初年次用
AL型物理教科書を執筆できたのは大きな成果である。ページ数制限がある中、事実の記述ではなく、読者が物理
概念について考えることを促すような教科書は本邦初である。この教科書の活用を通して、学生のより深い概念
理解を促すとともに、大学教員がAL型教授法について認識を深め、AL型講義を実践するきっかけとなれば、大学
の物理教育が変わっていくものと期待される。また、本研究における授業研究は教員間のネットワーク構築につ
ながった。次研究では教科書と授業研究を基に、メンター制を取り入れて具体的な講義改善を目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

【学術的背景①】人工知能が活躍する現代社会にあって、言われたことを言われたとおりに

再生するだけでなく、新しい方策を考え出すことのできる人材育成が重要さを増している。

中でも、わが国は自然災害に対する脅威やエネルギー問題など、科学・技術に関して深刻な

問題を多く抱えており、時代を切り開く資質・能力をもつ理工系人材の育成と同時に、科学

的な思考力・判断力を備えた市民を育てることが急務である。そのような状況にあって、

2008 年に大学教育における質的変換（文部科学省中教審答申、2008）が唱えられ、記憶に

頼る表面的理解ではなく、深い知識・理解に基づく問題解決能力と汎用的活用能力を高める

ために、従来の一方向的な情報伝達型講義ではなく、アクティブ・ラーニング（AL）型の教

授法実践が推奨された。しかし、大学教員の多くが情報伝達型の講義形式しか経験していな

い状況にあって、実現可能な代替手段が提示されなければ、AL 型講義への移行は難しい。

物理分野において米国では 30年近くに渡って、大学物理の AL 型教授法が多数開発･実践さ

れ、FCI や BEMA と呼ばれる標準化された調査問題の実施によって、その有効性が検証され

てきた。日本でも 2018年 8月に香川大学において開催された米国物理教育研究者による AL

型物理教授法のワークショップには、150名を越える物理関係者が参加するなど、AL型教授

法に対する関心の高まりが見られた。しかし、いまだに AL型物理講義の実践は関心のある

教員に限られている。その理由として、米国で開発された手法を日本で実践した例があまり

知られていないことや、教科書がないことが挙げられる。日本の学生や教員の状況に十分フ

ィットする日本式 AL型教授法開発と実践の研究が求められた。 

【学術的背景②】AL型講義が実現しても、それが継続されなければ長期的効果は望めない。

教育改革を進めるためには、教員が手法を獲得する研修の機会と、教員が相互に助け合う持

続可能な支援体制の構築が不可欠である。教員支援体制として、レッスンスタディ（授業研

究）の有効性が古くから知られている。レッスンスタディでは授業の計画→実践→協議を協

同的に行い、具体事例に沿った授業改善と同僚性を支えにした教員の成長を目指す。レッス

ンスタディを大学物理に取り入れ、講義室を教育実験の場として複数の教員で教授法を協

議する活動ができれば、AL型教授法の継続的実践と検証につながると期待された。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、日本式 AL型物理教授法の開発及び実践と、レッスンスタディを通した

継続的な教員支援体制の構築により、学生、大学教員、物理教育界という３つの対象に与え

る効果を明らかにすることである。本研究における活動を通して、学生は物理概念の理解を

深め、教員は AL 型物理教授法に関する認識を深めて、効果的な AL 型講義の実践を行うこ

とが期待された。さらにネットワークの構築や研究成果の発信によって、今まで関心のなか

った教員も AL型物理講義の実践に移行するようなインパクトを物理教育界に与えることが

期待された。 

 

３．研究の方法 

本研究では 5年の研究期間を活動開始期（2019 年）、活動充実期（2020～2022年）、まと

め期（2023年）の 3つに分け、次の 7つの活動を行うことを計画した。 

A. 日本式 AL型物理教授法開発・実践 

B. 7大学（新潟大、東京学芸大、岐阜大、福井大、京都教育大、広島大、山口東京理科大）

及び米国大学の相互訪問 

C. 学生の物理概念調査・教授法の効果検証 

D. 7大学におけるレッスンスタディ活動 

E. 教員の教授法に関する意識調査 

F. 教員の意識改革を学科内に広げる 

G. 教授法に関する学科全体の意識調査 



H. 全国複数の大学でワークショップ開催 

I. 新潟大学でシンポジウム開催 

J. 学会やシンポジウムで得られた知見を発表 

K. 全国的物理教育ネットワーク構築 

L. 全国的に及ぼす効果の検証 

しかし、2020 年 2 月に始まった新型コロナ感染症拡大のため、対面の訪問とレッスンス

タディ等の活動（活動 B、D、H）は全くできなくなった。そこで、オンライン・ミーティン

グを通しての事例や調査結果の共有、及びレッスンスタディの実施を行った。また、シンポ

ジウムもオンライン開催で行った。オンラインであったことが功を奏し、2021 年にはラト

ガース大学のエトキナ博士、2022 年にはタフツ大学のハマー博士という米国の著名な物理

教育研究者に、日本の参加者のためにディスカッションを含めた講演をしていただくこと

ができた。 

また、2021 年 12 月にある出版社から AL 型の大学初年次用物理教科書の執筆を依頼され

た。本研究の成果を多くの人に知ってもらうまたとない機会であり、AL 型の活動をページ

数の限られた紙面に表すという挑戦でもあるため、研究活動の一環として執筆を行うこと

とした。章ごとに執筆担当者を決め、毎月のオンライン・ミーティングでは、学生の誤概念

を解消するにはどのような概念的なアプローチや活動を含めたらよいかの議論を重ねた。 

 

４．研究成果 

本研究では、大学物理講義を日本式アクティブ・ラーニング（AL）型に変革し、それを全

国的に波及させるために①AL 型物理教授法の開発・実践と効果検証、②レッスンスタディ

（授業研究）による協同的な教員支援、及び③ネットワーク構築と研究成果発信を行った。

研究前半では教授法の開発・実践と授業研究、後半ではそれまで実践を積み重ねてきた教授

法を盛り込んだ大学初年次用物理教科書の執筆に取り組んだ。教科書執筆にあたっては、書

物という形態を通していかに読者に探究的に深い概念理解を促すことができるかという問

いに傾注して議論を重ね、大部分の執筆を完了した。この教科書は大学初年次物理の内容に

ついて、一方伝達式ではなく、根拠をもって考えたり、仲間と実験し、話し合ったりしなが

ら概念構築をすることを促すように執筆されたものである。この教科書の活用を通して、学

生が概念理解を深めるとともに、教員が AL型物理教授法について認識を深め、実践する助

けとなることが期待される。教科書は 2025 年春に刊行予定であり、活動は次研究に引き継

がれる。 

本研究において、これまで様々な形の AL 型物理教授法を開発・実践してきた研究者たち

が協力し、大学初年次用 AL 型物理教科書を執筆できたのは大きな成果である。ページ数制

限がある中、事実の記述ではなく、読者に物理概念について考えることを促すような教科書

は本邦初の試みである。この教科書の活用を通して、学生のより深い概念理解を促すととも

に、大学教員が AL 型教授法について認識を深め、AL 型講義を実践するきっかけとなれば、

大学の物理教育が変わっていくものと期待される。また、本研究における授業研究は教員間

のネットワーク構築につながり、意識調査では同僚性の項目の平均値が上がる傾向が見ら

れた。しかし、研究参加は個人レベルであり、学科内に賛同者を得るところまではつなげら

れていない。次研究では教科書と授業研究を基に、メンター制を取り入れて具体的な講義改

善を目指す予定である。 

本研究におけるレッスンスタディや教科書執筆に関する研究については、日本物理学会

等で複数回の発表を行った。特に 2023 年 9 月に AL 型物理教科書執筆について発表した折

には、その挑戦性に期待するコメントが参加者から寄せられた。 
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